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 おやじの会 親子もちつき大会 

１２月２２日（日）のもちつき大会では、今までで一番多い１２０名の参加

となり、盛大に行われました。参加した児童生徒は、普段経験することができない臼

（うす）と杵（きね）を使った『もちつき』を楽しみ、つきたての餅を家族や友だちと

一緒に食べたり、ゲームを楽しんだりと充実した１日を過ごすことができました。 

当日お手伝いをしていただいた保護者の方、先生方ありがとうございました。 
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２人が息を合わせて、もちをつきます。 和気あいあい、盛り上がりました！ 

 

まるくこねて・・・おもちの感触にドキドキ。 おもちも美味しくいただきました。 



  

 小学部 冬の校外学習 
小学部は、１月２３日（木）に大山青年の家に出かけました。みんなが楽

しみにしていたそり・雪遊びは、積雪不足と雨模様で残念ながら実施できなかった
ため、室内で大山青年の家の指導員さんから楽しいレクリエーションをしていただき

ました。フラフープリレーでは、他学年の友だち同士でペアになって、息を合わせて

ゴールを目指し、また、友だちや先生と大きな輪を作ってバルーンやダンスを楽し
み、他学年の友だちとも交友を深めることができました。ウッドクラフトでは、木の実

や枝などをくっつけて、素敵な作品がたくさん完成しました。 

お昼には、お弁当を嬉しそうに食べる姿や友だちと一緒に遊ぶ姿がみられまし

た。退所式では、施設の方へ元気な声で感謝のあいさつを伝えることができまし

た。事前学習を生かし、たくさんの経験をすることができた校外学習でした。 

笑顔あふれるレクリエーションでした。 

大山の自然を感じ、力作ができました。 とってもおいしいお弁当、満面の笑顔！ 

仲良し「勇気１００％」ダンス♪ 



 

中学部 ショップスマイル 

１月２４日（金）に、中学部ショップスマイル（校内作業製品販売会）を本

校体育館で開催しました。 

生徒が作業製品を販売し、お客さんの反応に直接触れる機会をつくることで、働く
ことの喜びや達成感を味わうことができるようにするとともに、課題に気づくことができる

ことをねらいとして頑張ってきました。前日には「ショップスマイルがんばろう会」を音楽室

で行い、全員で士気を上げました。当日は小学部や高等部の保護者にも来ていた
だきました。日頃の作業学習で、自分たちが作った製品が売れていく様子を目の当た

りにすることで、大きな達成感を感じることができました。たくさんのお客さんに来ていた

だき、「いらっしゃいませ」「ありがとうございました」と大きい声で接客することができまし

た。御協力ありがとうございました。  

校長先生も買いにきてくださりました！ たくさんの方にご来店いただきました。 

自分たちが制作した商品が売れ、大きな喜びと達成感を得た一日になりました。 



 

 

１月１１日（土）、米子市文化ホールで行われた「あいサポートとっとりフォーラ

ム２０」で、高等部単一２、３年生がけんべい神楽「八岐大蛇」を披露しました。 

この公演が、今年度演じてきたメンバー２４名での最後の舞台でした。生徒たち

は、日ごろの練習の時から、「どうしたらもっといい演技ができるか、もっとこんな演技が
してみたい！」との思いを持ち、自分たちで毎回考えながら厳しい練習に真剣に取り

組んできました。 

公演では、気持ちをのせた舞を舞い、「合わせる」ことを意識した演奏を行い、自

分たちで状況判断をしてフォローし合う姿が見られました。この神楽を通じて、挑戦す
る姿勢、自分の責任を果たす姿、友達と協力して一つのことを成し遂げる姿等、多く

の生徒たちの成長が見られました。 

 

凜々しいスサノオの舞、息をのむ演技。 重い大蛇を持ち上げた、力強い演技。 

高等部 あいサポートアート 神楽公演 


